
エジプトと日本の職業（ものづくり）
教育の質の向上、相互理解の促進事業

大阪府立城東工科高等学校
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大阪府立城東工科高等学校
 1929年創立
 卒業生：2万8千人超
- 建築家：安藤忠雄氏
- パナソニック（株）

第4代社長 谷井 昭雄氏
 設置系
- 機械系（2クラス）
- 電気系（2クラス）
- メカトロニクス系（1クラス）

 企業連携を推進し、生産現場での
実習を取り入れて、実践的な現場の
リーダーを育成する地域産業連携
重点型工科高校
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本日の発表内容

２ 授業改善について

３ 生徒間の国際交流

４ まとめ

１ 交流の経緯
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1．交流の経緯 El-Araby Secondary School

 2018年創立
 卒業生：約５００人
 設置系
- 機械工学科（2クラス）
- 電気工学科（2クラス）
- 空調技術科（2クラス）
2023年新たに設置
- 物流学科（1クラス）

 民間と国が共同運営する学校で、
生徒たちは週２日は隣接する工
場で働きながら実践的な技術を
学んでいる。卒業生はその工場
に就職する。
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エジプトからの要望

日本からの要望

カリキュラム内容 実習装置 評価方法

生徒間の交流
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本日の発表内容

２ 授業改善について

３ 生徒間の国際交流
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2．授業改善について
４月 ６月 １０月

１１月 ２月2023年度
取組 意

見
交
換
会

生
徒
交
流

日本から
指導書
指導案
シラバス

エジプトから
指導案

資料共有

エジプト実習装置

マイコン制御
実習指導書 日本評価基準

エジプト評価基準

事前協議
時間割編成

実習指導書

実習装置

評価基準

振り返り
授業見学
がしたい
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学習成果の評価方法についての研究 ～ 日本方式 ３観点 ～

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
基礎的な知識や技能を
習得しているかどうかを
評価する

基礎的な知識や技能を
活用して、自分なりの考
えを出し、情報を判断し、
表現する力を評価する

知識や技能を獲得したり、思考力や判断力、
表現力を身に付けたりすることに向けた取り組
みを行っているかどうかを評価する

正転、逆転、
ブレーキ等

プログラム、
システム

前進、後進、回転

センサーによる判断

より速く、より安定して走行する
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2．授業改善について
４月 ６月 １０月

１１月 ２月

４月 ６月 １０月 １１月 ２月

2023年度
取組

2024年度
取組

意
見
交
換
会

生
徒
交
流

研
究
協
議

生
徒
交
流

日本から
指導書
指導案
シラバス

エジプトから
指導案

資料共有

エジプト実習装置

マイコン制御
実習指導書 日本評価基準

エジプト評価基準

動画共有

日本から
電気工事
計測

エジプトから
制御実習

事前協議
授業は各校
ので撮影しや
すいものに

１０分程度
に編集

事前協議
時間割編成

実習指導書

実習装置

評価基準

振り返り
授業見学
がしたい

振り返り

エジプト側の気づき
 工具の扱いが丁寧。
 １つ１つ確認しながら作業している。
 整理整頓されている。
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本日の発表内容

２ 授業改善について

３ 生徒間の国際交流

４ まとめ

１ 交流の経緯
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3．生徒間の国際交流

４月２０２４年度

事
前
打
ち
合
わ
せ

６月

事
前
学
習

「
世
界
か
ら
見
た
日
本
」

９月

最
終
打
ち
合
わ
せ

１１月上旬

事
前
学
習

「
エ
ジ
プ
ト
の
魅
力
」

１１月下旬

生
徒
間
交
流

４月
２０２３年度

１０月９月 １１月

事
前
打
ち
合
わ
せ

最
終
打
ち
合
わ
せ

事
前
学
習

「
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
」

生
徒
間
交
流
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3．生徒間の国際交流
ライントレーサー

自動給水器
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本日の発表内容

２ 授業改善について

３ 生徒間の国際交流

４ まとめ

１ 交流の経緯
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4．まとめ

日本側

2023年度アンケート結果

エジプトの学生さんと交流
する機会はほとんどないので
とてもいい経験になったと感
じました。生徒も優しくて手
を振っていただいたことが
あったので、オンライン交流
をしてみて良かったと思いま
す。

生徒の声

自分達の作品を見ていただ
き、沢山の質問を頂けたので、
興味を持ってもらえてよかっ
たです。エルアラビ高校から
も機械を見せていただきまし
た。どちらも実用的なものな
ので、この学校でも取り入れ
ることができれば面白いなと
おもいました。

今回初めてのオン
ラインでの交流会を
してみましたが、エ
ジプトの方たちは皆
さん優しくて誇りの
ある生徒かなと思い、
少し緊張感はありま
したが、それでもや
り通して良かったと
思いました。
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まとめ
エジプト側

日本形教育を推進するうえで、日本のものづくり教育の考え方が
理解できた

日本での実習装置や指導方法を知ることができた

生徒の声

プログラミン
グ技術が必要

学習する大切
さを理解した

進学にも目を向け
るようになった
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今後の展望

できるだけ続けていきたい

お互いの生徒が訪問できれば

本日はありがとうございました
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